
健康福祉学群カリキュラム・マップ（学群共通2019.04）

◎=最も強く学修成果を求めるもの　〇＝学修成果を重要視するもの　△＝学修成果を望むもの

グローバル
な視点に立
ち、多様な
ニーズをもつ
人々の健康
と福祉に寄
与するため
の知識を身
につけること
ができる。

多様なニー
ズをもつ人々
の健康と福
祉に寄与す
るための技
能を身につ
け、活用する
ことができ
る。

課題に直面
した際の対
処に役立つ
情報収集
力、論理的・
批判的思考
能力を身に
つけることが
できる。

他者の希望
や苦悩を聴
きとり、自分
の気持ちや
考えを的確
に表現、伝達
する力を身に
つけることが
できる。

社会人として
活躍するた
めに必要な
常識とモラル
を身につける
ことができ
る。

自己の可能
性を最大限
に活かすよう
前向きに物
事に臨むこと
ができる。

人の気持ち
を受けとめ、
相手の立場
に立って理解
しようとする
姿勢・態度を
身につけるこ
とができる。

課題を達成
するために
他者と協働
する姿勢、態
度を身につ
けることがで
きる。

社会福祉と
マネージメント

SWE1080H 講義 4 ◎ ○ △ △

社会福祉と
マネージメント

SWE1080H 講義 4 ◎ ○ △ △

精神保健学 MED1340H 講義 4  ◎   Ｏ ◎  △  ○ △

健康科学論
(健康科学専修クラス)

HSS1000H 講義 4 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

健康科学論
(健康科学専修クラス)

HSS1000H 講義 4 ◎ ◎ ○ ○ ◎ △ ○

健康科学論(r) HSS1000H 講義 4 ◎ ◎ ○ ○ ◎ △ ○

保育学
(保育専修クラス)

CCR1000H 講義 4 △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○

保育学 CCR1000H 講義 4 △ △ ○ ○ ○ △ ○ △

心理学(健福クラス) PSY1002H 講義 4 ◎ △ △ △ ○

老年学 GTL1000H 講義 4 ◎ △ ○

児童福祉論 SWE2030H 講義 4 ◎ ◎ ◎ ○ △ ○ ○ ○

社会福祉原論(健福ク
ラス)

SWE2000H 講義 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会福祉原論(健福ク
ラス)

SWE2000H 講義 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医学一般 MED1000H 講義 4 ◎ ○ ○ △ ◎ ○ △ △

医学一般 MED1000H 講義 4 ◎ ○ ○ △ ◎ ○ △ △

社会学(健福クラス) SOC1000H 講義 4 ○ ◎ ○ ◎ ○

社会学 SOC1000H 講義 4 ○ ◎ ○ ◎ ○

法学 LAW1000H 講義 4 ◎ △ ◎ △ △ ○

情報社会論 - - 2 ◎ △ ○ ◎ ◎ ◎ △ △

今日の健康と福祉 SWE1001H 講義 2 △ △ ○ △ ○ ○ △ △

今日の健康と福祉 SWE1001H 講義 2 △ △ ○ △ ○ ○ △ △

人間関係論 PSY2140H 講義 2 △ △ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

人間関係論(b) PSY2140H 講義 2 △ △ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

志向性・
積極性

カウンセリン
グ・マインド

チームワー
ク

科目名称

知識 技能 問題解決力
コミュニケー

ション力
常識・
モラル

科目コード
授業
方法

単
位
数
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健康福祉学群カリキュラム・マップ（学群共通2019.04）

◎=最も強く学修成果を求めるもの　〇＝学修成果を重要視するもの　△＝学修成果を望むもの

グローバル
な視点に立
ち、多様な
ニーズをもつ
人々の健康
と福祉に寄
与するため
の知識を身
につけること
ができる。

多様なニー
ズをもつ人々
の健康と福
祉に寄与す
るための技
能を身につ
け、活用する
ことができ
る。

課題に直面
した際の対
処に役立つ
情報収集
力、論理的・
批判的思考
能力を身に
つけることが
できる。

他者の希望
や苦悩を聴
きとり、自分
の気持ちや
考えを的確
に表現、伝達
する力を身に
つけることが
できる。

社会人として
活躍するた
めに必要な
常識とモラル
を身につける
ことができ
る。

自己の可能
性を最大限
に活かすよう
前向きに物
事に臨むこと
ができる。

人の気持ち
を受けとめ、
相手の立場
に立って理解
しようとする
姿勢・態度を
身につけるこ
とができる。

課題を達成
するために
他者と協働
する姿勢、態
度を身につ
けることがで
きる。

志向性・
積極性

カウンセリン
グ・マインド

チームワー
ク

科目名称

知識 技能 問題解決力
コミュニケー

ション力
常識・
モラル

科目コード
授業
方法

単
位
数

人間関係論(a) PSY2140H 講義 2 ○ ○ ○ ◎ △ ○ ○ ○

健康心理学概論 PSY1060H 講義 2 ◎ ○ △ ○ △ ◎ ○

健康心理学概論 PSY1060H 講義 2 ◎ ○ △ ○ △ ◎ ○

専攻演習 * 演習 4 ○ ◎ ○ ◎ △ ○

専攻演習 * 演習 4 ◎ ◎ ◎ ○ △ ○ △ ○

専攻演習 * 演習 4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎

専攻演習 * 演習 4 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

専攻演習 * 演習 4 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専攻演習 * 演習 4 ○ ◎ ○ ◎ △ ○

専攻演習 * 演習 4 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

専攻演習 * 演習 4 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

専攻演習 * 演習 4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

専攻演習 * 演習 4 △ ○ ○ ○ ◎ ◎

専攻演習 * 演習 4 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

専攻演習 * 演習 4 ◎ ◯ ◎ ◎ ◯ ◎ ◎ ◎

専攻演習 * 演習 4 ○ △ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

専攻演習 * 演習 4 △ △ ○ ○ ○ ○ △ △

専攻演習 * 演習 4 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専攻演習 * 演習 4 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専攻演習 * 演習 4 ○ ◎ ○ ◎ △ ○

専攻演習 * 演習 4 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

専攻演習 * 演習 4 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

専攻演習 * 演習 4 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
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健康福祉学群カリキュラム・マップ（学群共通2019.04）

◎=最も強く学修成果を求めるもの　〇＝学修成果を重要視するもの　△＝学修成果を望むもの

グローバル
な視点に立
ち、多様な
ニーズをもつ
人々の健康
と福祉に寄
与するため
の知識を身
につけること
ができる。

多様なニー
ズをもつ人々
の健康と福
祉に寄与す
るための技
能を身につ
け、活用する
ことができ
る。

課題に直面
した際の対
処に役立つ
情報収集
力、論理的・
批判的思考
能力を身に
つけることが
できる。

他者の希望
や苦悩を聴
きとり、自分
の気持ちや
考えを的確
に表現、伝達
する力を身に
つけることが
できる。

社会人として
活躍するた
めに必要な
常識とモラル
を身につける
ことができ
る。

自己の可能
性を最大限
に活かすよう
前向きに物
事に臨むこと
ができる。

人の気持ち
を受けとめ、
相手の立場
に立って理解
しようとする
姿勢・態度を
身につけるこ
とができる。

課題を達成
するために
他者と協働
する姿勢、態
度を身につ
けることがで
きる。

志向性・
積極性

カウンセリン
グ・マインド

チームワー
ク

科目名称

知識 技能 問題解決力
コミュニケー

ション力
常識・
モラル

科目コード
授業
方法

単
位
数

専攻演習 * 演習 4 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専攻演習 * 演習 4 ◎ ○ ◎ △ ◎

専攻演習 * 演習 4  ◎  Ｏ  Ｏ  Ｏ  Ｏ △

専攻演習 * 演習 4 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

専攻演習 * 演習 4 △ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

専攻演習 * 演習 4 ○ ◎ ○ ◎ △ ○

専攻演習 * 演習 4 ○ ○ ◎ ◎ △ △ ○ ○

専攻演習 * 演習 4 ○ △ ◎ ◎ ○ ○ △ ◎

卒業論文 * 演習 6 ○ ◎ ○ ◎ △ ○

卒業論文 * 演習 6 ◎ ◎ ◎ ○ △ ○ △ △

卒業論文 * 演習 6 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎

卒業論文 * 演習 6 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

卒業論文 * 演習 6 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

卒業論文 * 演習 6 ○ ◎ ○ ◎ △ △

卒業論文 * 演習 6 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

卒業論文 * 演習 6 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

卒業論文 * 演習 6 ○ ○ ○ ◎ ◎

卒業論文 * 演習 6 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

卒業論文 * 演習 6 ◎ △ △ △ ◎ ◯ ◎

卒業論文 * 演習 6 ◎ ◯ ◎ ◎ ◯ ◎ ◎ ◯

卒業論文 * 演習 6 ○ △ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○

卒業論文 * 演習 6 △ △ ◯ ◯ ◯ ◯ △ △

卒業論文 * 演習 6 ○ ◎ ○ ◎ △ ○
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健康福祉学群カリキュラム・マップ（学群共通2019.04）

◎=最も強く学修成果を求めるもの　〇＝学修成果を重要視するもの　△＝学修成果を望むもの

グローバル
な視点に立
ち、多様な
ニーズをもつ
人々の健康
と福祉に寄
与するため
の知識を身
につけること
ができる。

多様なニー
ズをもつ人々
の健康と福
祉に寄与す
るための技
能を身につ
け、活用する
ことができ
る。

課題に直面
した際の対
処に役立つ
情報収集
力、論理的・
批判的思考
能力を身に
つけることが
できる。

他者の希望
や苦悩を聴
きとり、自分
の気持ちや
考えを的確
に表現、伝達
する力を身に
つけることが
できる。

社会人として
活躍するた
めに必要な
常識とモラル
を身につける
ことができ
る。

自己の可能
性を最大限
に活かすよう
前向きに物
事に臨むこと
ができる。

人の気持ち
を受けとめ、
相手の立場
に立って理解
しようとする
姿勢・態度を
身につけるこ
とができる。

課題を達成
するために
他者と協働
する姿勢、態
度を身につ
けることがで
きる。

志向性・
積極性

カウンセリン
グ・マインド

チームワー
ク

科目名称

知識 技能 問題解決力
コミュニケー

ション力
常識・
モラル

科目コード
授業
方法

単
位
数

卒業論文 * 演習 6 ◎ ○ ○ △ ◎

卒業論文 * 演習 6 ◎ △ ◎ ○ △ ◎

卒業論文 * 演習 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

卒業論文 * 演習 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

卒業論文 * 演習 6 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

卒業論文 * 演習 6 ◎ ◎ ○ ◎

卒業論文 * 演習 6 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

卒業論文 * 演習 6  Ｏ  ◎  Ｏ  Ｏ  ◎

卒業論文 * 演習 6 △ ◎ ○ ◎ △ ○

卒業論文 * 演習 6 △ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

卒業論文 * 演習 6 ○ ◎ ○ ◎ △ ○

専攻演習 * 演習 4 ○ ○ ◎ ○ △ ◎ ○ △

卒業研究 * 演習 6 ○ ◎ ○ ◎ △ ○

卒業研究 * 演習 6 ◎ ◎ ◎ ○ △ ○ △ △

卒業研究 * 演習 6 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎

卒業研究 * 演習 6 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

卒業研究 * 演習 6 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

卒業研究 * 演習 6 ○ ◎ ○ ◎ △ △

卒業研究 * 演習 6 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

卒業研究 * 演習 6 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

卒業研究 * 演習 6 ○ ○ ○ ◎

卒業研究 * 演習 6 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

卒業研究 * 演習 6 ◎ △ △ △ ◎ ◯ ◎ ◯
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健康福祉学群カリキュラム・マップ（学群共通2019.04）

◎=最も強く学修成果を求めるもの　〇＝学修成果を重要視するもの　△＝学修成果を望むもの

グローバル
な視点に立
ち、多様な
ニーズをもつ
人々の健康
と福祉に寄
与するため
の知識を身
につけること
ができる。

多様なニー
ズをもつ人々
の健康と福
祉に寄与す
るための技
能を身につ
け、活用する
ことができ
る。

課題に直面
した際の対
処に役立つ
情報収集
力、論理的・
批判的思考
能力を身に
つけることが
できる。

他者の希望
や苦悩を聴
きとり、自分
の気持ちや
考えを的確
に表現、伝達
する力を身に
つけることが
できる。

社会人として
活躍するた
めに必要な
常識とモラル
を身につける
ことができ
る。

自己の可能
性を最大限
に活かすよう
前向きに物
事に臨むこと
ができる。

人の気持ち
を受けとめ、
相手の立場
に立って理解
しようとする
姿勢・態度を
身につけるこ
とができる。

課題を達成
するために
他者と協働
する姿勢、態
度を身につ
けることがで
きる。

志向性・
積極性

カウンセリン
グ・マインド

チームワー
ク

科目名称

知識 技能 問題解決力
コミュニケー

ション力
常識・
モラル

科目コード
授業
方法

単
位
数

卒業研究 * 演習 6 ◎ ◯ ◎ ◎ ◯ ◎ ◎ ◯

卒業研究 * 演習 6 ○ △ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○

卒業研究 * 演習 6 △ △ ◯ △ ◯ ◯ △ △

卒業研究 * 演習 6 ○ ◎ ○ ◎ △ ○

卒業研究 * 演習 6 ◎ ○ ◎ △ ◎

卒業研究 * 演習 6 ◎ △ ◎ ○ △ ◎

卒業研究 * 演習 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

卒業研究 * 演習 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

卒業研究 * 演習 6 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

卒業研究 * 演習 6 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

卒業研究 * 演習 6 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

卒業研究 * 演習 6  Ｏ  ◎  Ｏ  Ｏ  ◎

卒業研究 * 演習 6 △ ◎ ○ ◎ △ ○

卒業研究 * 演習 6 △ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

卒業研究 * 演習 6 ○ ◎ ○ ◎ △ ○

卒業研究 * 演習 6 ○ ◎ ○ ◎ △ ○
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